
 

 

 

 

 

 今日から１２月に入り，今年もあとわずか。今年は，「手洗いの 1 年」と言ってもいいくらい，手洗いを耳に

し，意識し，実践した年だったと思います。コロナウイルスだけではなく，手洗いは感染症対策の基本。自分の

ために，周りのために，気を抜くことなく，手洗いはもちろんのこと，「新しい生活様式」などの基本的な感染対

策をして，この流行シーズンを乗り切りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮城県立石巻支援学校 保健室 

令和２年１２月１日 

裏面も御覧ください。 

 「健康のあゆみ」を返却します。 配付日：１２月１４日（月） 回 収：１２月1８日（金）まで 

【保護者の皆様へお願い】 

石巻管内でもクラスターが発生しており，緊張と心配な毎日が続いています。お子さんや御家族・知人の方

が「濃厚接触者となった」，PCR 検査を受けることになった場合は，すぐに学校までお知らせください。また，登

校時の検温の徹底，日々の体調管理等の御協力をよろしくお願いいたします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ゲームを長時間やりすぎると，目や体が疲れてしまい，健康や生活に悪影響があります。例えば，ゲームがや

められなくなったり，寝つきが悪くなったりして睡眠不足になります。また，勉強や運動をしなくなり，家族の

人との会話が少なくなることがあります。 

 

 

 

 
 

 

ゲームがリフレッシュ方法というお子さんもいますが，使用している時間や頻度はいかがでしょうか。子ども

たちの脳は様々な刺激を与え，活発に働かせることで成長する時期です。テレビやゲーム，スマートフォン等に

使っていた時間を，散歩や運動にあてると，適度に疲れて夜もぐっすり眠れ，朝早く起きることができるなど，

生活習慣の改善にもつながります。 

 私たちの行動は，脳の前頭前野と大脳辺縁系によってコントロールされています。前頭前野は主に「理性」をつかさどり，大

脳辺縁系は「本能」，「感情」をつかさどっています。通常は，前頭前野の働きの方が優勢ですが，ゲーム障害が起きると，前頭

前野の働きが悪くなり，大脳辺縁系による「本能」「感情」に支配され，依存状態から抜け出すのが難しくなってしまいます。（中

略）特に未成年は，前頭前野の働きが十分に発達していないため，ゲーム障害が起こりやすく，将来にわたって影響が続く可能

性があると考えられています。     参考：ＮＨＫ健康ＣＨ，「やめられない怖い依存症！脳に異常が起きるゲーム障害の症状，治療法」 

 インフルエンザの出席停止期間 

発症した後5日を経過し，かつ，解熱した後2

日を経過するまで  ※「解熱した日」が起算日（0日目） 

 

出席停止期間は，解熱後も感染の

可能性行が拡大する事態を防ぐた

め，また確実な回復を努めるためな

どの考えに基づいて定められていま

す。インフルエンザと診断されまし

たら，学校に連絡をお願いします。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜インフルエンザの症状＞ 
突然の高熱・悪寒・頭

痛・関節の痛み 
 
＜受診して確認を！＞ 
「かかったかな？」と思
ったら，必ず病院を受診
し，医師の指示にしたが
って，お子さんを休ませ
てください。インフルエ
ンザと診断されました
ら，出席停止となります
ので，学校に連絡をお願
いします。 


